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地
域
で
の
敬
老

地
域
で
の
敬
老

香南市75歳以上の人口
（平成18年９月18日現在）

 

お
じ
い
ち
ゃ

ん

　 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
ず
ー
っ
と
元
気
で
い
て
ね
！

▼「女学校の同級生なのよ！」

きっと評判の四人娘だったことでしょう。

▲元気の秘けつは「くよくよせんこと！」

この笑顔が何より教えてくれています。

▲「毎朝、幸せやと感謝しよります」

一世紀を見つめて来た瞳は優しい。

▼

　
「
夫
婦
円
満
の
秘
け
つ
？
こ
ら
え

る
こ
と
よ
（
笑
）
」

ま
わ
り
の
人
た
ち
に
「
そ
ん
な
ふ

う
に
は
見
え
ん
ぞ
ね
」
と
冷
や
か

さ
れ
て
…
。

▲

 

「
ぎ
っ
ち
り
ケ
ン
カ
し
ゆ
う
」
と
の

お
二
人
の
弁
を
聞
き
、「
ケ
ン
カ
す
る

の
も
仲
の
良
い
証
拠
！
」
と
ご
近
所
の

同
級
生
た
ち
が
口
を
そ
ろ
え
て
証
言
。

102歳 100歳 米寿

堀 満壽水さん・千代實さん（赤岡町）

 西内 保さん・美榮子さん（香我美町）

  
  森
本 徑
雄さん（野市町）

  

河
野 
政子さん（香我美

町

）

　
合
併
し
て
初
め
て
の
「
香
南
市
敬
老
式
」
。

　
残
念
な
が
ら
、
会
場
の
都
合
な
ど
で
市
内
の
対
象

者
全
員
を
招
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
各
地
域
で
は
、
地
区
の
公
民
館
で
敬
老
会

を
行
っ
た
り
、
民
生
委
員
ら
が
対
象
者
に
記
念
品
を

届
け
る
な
ど
し
て
敬
老
の
日
を
祝
い
ま
し
た
。

▲
お
い
し
い
ツ
ガ
二
汁
で

　
　
　
　
　
お
も
て
な
し ▲「○○さんちの孫でぇ」と出演した子どもを紹介

■保育所や幼稚園では祖父母参観などが行

われ、園児と祖父母が交流しました。

　また「敬老の日」に合わせ、覚えたての文字

で一生懸命書いたハガキを投かんし、気持ち

を伝えました。

い
つ
ま
で
も

       

お
元
気
で
！

い
つ
ま
で
も

       

お
元
気
で
！夫婦揃って喜寿の祝い

香南市敬老式

100歳以上75～99歳

男

女

合計

1,556人

2,938人

1,559人

2,946人

３人

８人

合
計 4,494人 11人 4,505人

　
九
月
十
六
日
（
土
）「
敬
老
の
日
」
を
前

に
市
主
催
の
第
一
回
敬
老
式
が
、
喜

寿(

77
歳)

・
米
寿(

88
歳)

・
白
寿(

99
歳)

・

百
歳
以
上
を
対
象
（
五
百
三
十
九
人
）
に
、

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

  

式
典
で
は
、
仙
頭
市
長
ら
が
敬
意
を
込

め
て
あ
い
さ
つ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

者
に
記
念
品
を
手
渡
し
て
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。

　
演
芸
会
に
な
る
と
、「
土
佐
絵
金
歌
舞

伎
伝
承
会
」
の
子
ど
も
た
ち
の
達
者
な

口
上
や
「
エ
ト
ワ
ー
ル
バ
レ
エ
」
の
小

さ
な
バ
レ
リ
ー
ナ
た
ち
が
踊
る
可
愛
い

姿
に
、
目
を
細

め
て
感
心
し
た

り
驚
い
た
り
。「
舞

鶴
会
」
の
艶
や

か
な
踊
り
な
ど

に
百
三
十
人
の

参
加
者
は
盛
ん

に
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

あ
で

会場の笑顔・こえ・元気会場の笑顔・こえ・元気

■例年、地区公民館で「敬老会」を開催

している香我美町は、今年も納涼祭が

終わると準備を開始。９月17、18日に

かけて、手づくりの敬老会に地域の対

象者を招待しました。　

　まちづくり協議会や

民生委員を中心に準備し、

集まった人たちはアト

ラクションや祝宴など、

楽しいひとときを過ご

しました。

■赤岡町、野市町、夜須町、吉川町では民生委員ら

が対象者の家をまわり、各地区で選んだ記念品を

手渡しました。

　一軒一軒、足を運び「喜んでもらえてよかった」

と話していました。

  今年の「敬老の日」は、９月18日。

　長い間、社会のために貢献された人たちを

敬い長寿を祝うとともに、だれもがたどる高齢

者の福祉について関心を深め、その向上を

図ろうという気持ちが込められています。

宮田透　子さん（野市町）
中屋 下枝さん（野市町）

安岡 清子さん （野市町）
開徳 茂子さん（赤岡町）

（左から）

　　広報こうなん 2006.10(３) 広報こうなん 2006.10 (２)



　
今
年
金
婚
を
迎
え
た
の
は
、
昭

和
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
同

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
婚

姻
届
け
を
出
し
て
い
る
夫
婦
で
す
。

　
戦
争
、
終
戦
、
戦
後
の
復
興
と
、

ま
さ
に
激
動
の
時
代
を
生
き
、
今

日
ま
で
手
を
携
え
て
苦
楽
を
共

に
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
香
南
市
で
は
三
十
二
組
が
金

婚
を
迎
え
、
九
月
一
日
（
金
）
南

国
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
48
回
金

婚
夫
婦
祝
福
式
典
」(

高
知
新
聞

社
な
ど
の
主
催)

に
、
出
席
し
祝

福
さ
れ
ま
し
た
。

池本 晋一・淑子　 (野市)

池本 尚武・作子   (野市)

伊東 正起・千代恵 (野市)

伊藤 美弘・春子　 (野市)

宇賀 啓雄・和子　 (野市)

内川 浩・菅子　　 (野市)

内田 順一・菅子　 (夜須)

大楫 潔・千鶴　　 (野市)

上村 桂一・節子　 (野市）

川北須弥夫・弘子  (野市)

清藤 哲延・富恵 (香我美)

国常 尚孝・文子 (香我美)

黒川 髙時・花嘉　 (野市)

小松 清志・富恵　 (夜須)

武市 徹 ・信子　  (赤岡)

谷間 徹 ・庚子　  (野市)

寺内 芳一・多枝　　(野市)

中田 俊一郎・澄子　(野市)

西内 邦彦・秀　　　(吉川)

日和崎英夫・順江 (香我美)

藤原 重光・福美　　(野市)

松本 寿明・田鶴子　(赤岡)

水田 耕吉・礼子　　(野市)

宮崎 敏宏・友江　　(野市)

明神 龍雄・ひさ子　(赤岡)

村山 容幸・政子　　(野市)

森田 憲一・久子　　(野市)

山﨑順一郎・和子 (香我美)

山本 賢一・喜美子　(吉川)

山本 大記・喜世江　(野市)

吉川 健一・満子　　(野市)

立仙 賢一・幸江　　(夜須)

 共に歩んだ50年

　　金婚おめでとうございます

横
矢 

登
志
さ
ん(

86
歳
・
赤
岡
町
）

「
具
合
が
悪
う
て
も
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

身
体
を
動
か
し
よ
っ
た
ら
良
う
な
る
！
」    

　
日
課
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
対
外
試
合
が

年
間
五
十
試
合
も
。
ま
さ
に
気
力
も
体
力
も

充
実
。

「いろいろ心配をしないで、歌を歌ったり

楽器を弾くと楽しくなります♪」

　バイオリンにギター・三味線と弦楽器なら
何でも！

「
絵
金
、
命
！
や
る
と
き
は
や
る
ぞ
ね
」

 

に
っ
こ
り
笑
う
口
元
に
の
ぞ
く
前
歯
に
は
、
黄

金
に
輝
く
「
絵
金
」
の
文
字
。「
赤
岡
の
国
宝
」
と
若

い
人
た
ち
の
人
気
者
で
す
。

（当日欠席もあり、写真の並びとは関係ありません。敬称略）

「
み
ん
な
と
仲
良
く
好
き
な
こ
と
し
て

お
い
し
い
も
ん
を
食
べ
る
！
」

 

た
だ
今
、
十
月
の
文
化
祭
に
向
け
て
作
品

を
制
作
中
！

　　
　　　
　ちゅ
うりっぷくらぶの皆さん
（吉川町）

徳永 克美さん（85歳）  松木 美代志さん（92歳）  中澤 亀久代さん（88歳）

北岡 敏志さん（85歳・香我美町）

小谷 重行さん
（96歳・夜須町） ♪

♪
♪

「父との散歩は欠かせません」 
　雨の日も強い風の日も、週３、４回の散歩

を続けて20年。父子で移りゆく赤岡のまち

を見つめます。

山﨑 豊意さん（107歳・野市町）

ま
ち
の
お
達
者
さ
ん

ま
ち
の
お
達
者
さ
ん

お
手
本
に
し
た
い
あ
の
人
こ
の
人

い
き
い
き
年
を
重
ね
る
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
！

お
手
本
に
し
た
い
あ
の
人
こ
の
人

い
き
い
き
年
を
重
ね
る
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
！

「仕事をせんき、お腹がすかん。

　早う家に帰ってニラをせないかん」

　９月21日、107歳の誕生日を迎えた香
南市最高齢者の山﨑さん。暑さに体調を
崩し入院中の病院で迎えた誕生日に、仙
頭市長からケーキや花束などが手渡され
「たまるか。ありがとう」と。

まちで見かけた親孝行まちで見かけた親孝行

久武 章良さん（85歳）・順一さん（54歳）親子（赤岡町）久武 章良さん（85歳）・順一さん（54歳）親子（赤岡町）

　
今
回
、
元
気
な
高
齢
の
人
た
ち
の

笑
顔
に
た
く
さ
ん
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
勇
気
づ
け
ら
れ
心
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　
『
歳
を
重
ね
た
だ
け
で
は
人
は
老

い
な
い
。
人
は
信
念
と
と
も
に
若
く
、

自
信
と
と
も
に
若
く
、
希
望
あ
る
限

り
若
い
』(

サ
ミ
ュ
エ
ル 

ウ
ル
マ
ン
の
言
葉
よ
り
抜
粋)

　
高
齢
化
社
会
に
向
け
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
希
望
の
持
て
る
ま
ち

に
と
思
い
ま
す
。

　　広報こうなん 2006.10(５) 広報こうなん 2006.10 (４)



非常持出袋を持って避難（吉川地区）非常持出袋を持って避難（吉川地区）

九
月
三
日
（
日
）
午
前
九
時
に
四
国
沖
で
南
海
地
震
発
生
！

沿
岸
市
町
村
で
は
震
度
６
弱
か
ら
６
強
の
非
常
に
強
い
揺
れ
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
！(

想
定
）

九
月
三
日
（
日
）
午
前
九
時
に
四
国
沖
で
南
海
地
震
発
生
！

沿
岸
市
町
村
で
は
震
度
６
弱
か
ら
６
強
の
非
常
に
強
い
揺
れ
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
！(

想
定
）

香
南
市

総
合
防
災
訓
練

香
南
市

総
合
防
災
訓
練

 「９月３日午前９時、地震を観

測。午前９時５分太平洋沿岸に

大津波警報が発令」された想定

で地震・津波避難訓練を実施し

ました。

　市内５町の自主防災組織な

どが避難訓練を行い約4,000人

の参加がありました。

　近い将来に予想される南海

地震に向け、自分の身は自分

で守る行動がとれるよう被災

状況に基づいた訓練を行いま

した。

赤
岡
地
区

香
我
美
地
区

野
市
地
区

夜
須
地
区

　
南
海
地
震
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
で
は

消
防
や
救
助
機
関
が
す
ぐ
来
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
自
分
自
身
が
被
災
者
に
な
ら
な
い

よ
う
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
、
地
域
の

こ
と
は
地
域
で
守
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　
今
後
、
自
主
防
災
組
織
が
未
組
織
の
地
区

に
も
順
次
設
立
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、避
難
場
所
や
経
路
の
確
認
、

方
法
な
ど
家
族
や
地
域
で
話
し
合
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
市
民
全
員
が
、
災
害
へ
の
危

機
感
と
防
災
へ
の
強
い
意
識
を
持
つ
こ
と

で
各
地
域
の
防
災
力
を
高
め
、
香
南
市
を
災

害
に
強
い
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
赤
岡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
炊
き
出
し
訓
練
や

消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
非
常
食
の
試
食
で
は
、「
食

べ
れ
ん
こ
と
は
な
い
ね
え
」

と
好
印
象
。
放
水
訓
練
で

も
住
民
は
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ほ
ぼ
全
域
に
自
主
防
災

組
織
が
整
っ
た
香
我
美
地

区
は
、
二
十
三
地
区
（
約

二
千
人
）
が
参
加
し
避
難

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
震
の
放
送
後
、
組
織

内
で
決
め
た
集
合
場
所
に

集
ま
り
点
呼
を
と
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
区
ご
と
に
非

常
食
の
試
食
や
防
災
グ
ッ

ズ
の
点
検
、
消
火
訓
練
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
サ
イ
レ
ン
が
遅
れ

る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
住
民
が

団
結
し
合
い
避
難
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　
白
岩
団
地
で
は
訓
練
後

に
住
民
有
志
が
避
難
経
路

確
保
の
た
め
の
草
刈
り
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
夜
須
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
倒
壊

家
屋
が
設
置
さ
れ
、
各
自
主
防
災
組

織
で
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
住
民
を
助
け

る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
夜
須
小
学
校
の
生
徒
も
参

加
し
、
火
災
の
煙
体
験
や
消
火
訓
練
、

救
急
救
命
装
置
な
ど
の
体
験
を
し
ま

し
た
。

吉
川
地
区

　
新
浜
緑
地
公
園
、
錦
児

童
公
園
、
古
川
山
の
三
カ

所
へ
避
難
し
た
吉
川
地
区

で
は
毎
年
避
難
訓
練
が
行

わ
れ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ

に
避
難
が
で
き
ま
し
た
。

▲防災ずきんをかぶっての避難（香我美地区）
消火器を使った消火訓練

（香我美地区）
消火器を使った消火訓練

（香我美地区）

▲防災グッズの説明を受ける（赤岡地区）

◆観音山の記念碑　〔夜須町〕◆観音山の記念碑　　〔夜須町〕

◆上岡八幡宮
　築石完成記念碑　〔野市町〕
◆上岡八幡宮　　　 〔野市町〕
　築石完成記念碑

◆
絵
金
の
土
佐
震
災
図
絵〔
赤
岡
町
〕

◆飛鳥神社
　安政地震の碑　〔香我美町〕
◆飛鳥神社
　安政地震の碑　〔香我美町〕

■
碑
に
大
地
震
の
悲
惨
さ
を

書
き
記
し
、
人
々
に
地
震
に

備
え
る
心
構
え
を
警
告
。

■
大
地
震
に
よ
る
津
波
で
物

部
川
が
逆
流
し
、
上
岡
地
区

ま
で
水
が
押
し
寄
せ
た
こ
と

を
記
す
碑
。

■
幕
末
の
絵
師
・
金
蔵
は
安
政
大

地
震
の
絵
を
数
点
残
し
ま
し
た
。

■
大
地
震
に
よ
る
大
津
波
で

観
音
山
に
逃
げ
た
た
め
数
百

人
が
助
か
る
。
そ
の
戒
め
を

書
き
記
し
た
。

地
震
津
波
被
害
の
記
録

ー
安
政
大
地
震
（
一
八
五
四
年
）
ー

地
震
津
波
被
害
の
記
録

ー
安
政
大
地
震
（
一
八
五
四
年
）
ー

▲医療救護テントでケガの具合に応じた
　　　　　　　　　　応急手当を受ける

▲香南消防職員によるＡＥＤを使った
　　　　　　　　　　　救急救命装置の説明会

じ
し
ん
ま
ん
も

来
た
ど
ー
ん
！

じ
し
ん
ま
ん
も

来
た
ど
ー
ん
！

▲倒壊家屋から住民を救助

避難の後に草刈りを行う
（野市地区）

避難の後に草刈りを行う
（野市地区）

津波を避け高台へ避難
（赤岡地区）

▲

み
ん
な
の
意
識
を
高
め
よ
う
！

み
ん
な
の
意
識
を
高
め
よ
う
！

火災の煙を体験（夜須地区）火災の煙を体験（夜須地区）

１度訪ねてみませんか？

　　広報こうなん 2006.10(７) 広報こうなん 2006.10 (６)



Topics まちの話題 opics

入念に花火を仕込む ▼

香取神社夏祭奉納相撲大会

真夏の白熱戦！はっけよい

　
八
月
十
九
日
（
土
）
香
我
美
町
の
田

ん
ぼ
で
、
か
が
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主

催
の
ど
ろ
ん
こ
「
夢
」
サ
ッ
カ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
か
ら
約
七
十
人
の
参
加
が
あ
り
、

小
学
生
リ
ー
グ
と
中
学
生
以
上
の
リ

ー
グ
に
分
か
れ
て
対
戦
し
ま
し
た
。
六

分
間
と
い
う
短
い
試
合
で
し
た
が
、
泥

に
足
を
取
ら
れ
て
体
力
消
耗
。
試
合
終

了
後
に
は
「
疲
れ
た
ー
。
し
ん
ど
い
」
の

声
も
。

　
し
か
し
、
山
南
地
区
消
防
団
の
人
か

ら
の
放
水
で
た
ち
ま
ち
元
気
に
！
香

我
美
町
婦
人
会
の
用
意
し
て
く
れ
た

昼
食
も
あ
っ
と
い
う
間
に
た
い
ら
げ

ま
し
た
。

　８月19日（土）「よしかわ子どもまつり」が、吉

川体育館で行われました。

　みどり保育所の子どもたちによる「おみこし」

から始まり、豪華景品の当たる紙飛行機飛ばし

あいやビンゴゲーム、手品ショーなどのアトラ

クションがありました。

　また、吉川町の各種団体による、たこ焼きや

かき氷、カレーライスなどが販売され、輪なげ

や金魚すくい、ウナギつりなどたくさんの夜店

も並び、子どもも大人も一緒になって、お祭り

を楽しみました。

どろんこ「夢」サッカー大会

泥をけちらしゴールッ

よしかわ子どもまつり

集まろう！盛りあげよう！楽しもう！

認定農業者講習会

農業の担い手を支援

　『交通安全は家庭から！』を合言葉に、８月22日

（火）香南市交通安全母の会（会長：石川鶴子）が結成

されました。

　のいちふれあいセンターで開催された結成総会に

は、旧町村の母の会の代表をはじめ、市内で活動する

女性団体やＰＴＡのお母さんら51人が出席。規約や

初代役員、事業計画を決定しました。また、総会に併

せて、交通安全キャンペーン全国キャラバン隊伝達

式とお母さんのための交通安全教室が開かれ、「子ど

もや高齢者の交通事故防止」と「飲酒運転の追放」を

誓い合いました。

　８月26日（土）小学生から壮年まで約200人のソフ

トボール愛好者が、市内外から香我美運動広場に集

まり、かがみソフトボールフェスティバルが開催さ

れました。

　今年４回目を迎えるこのイベントは、各年代層の

交流の場になっています。

　午後からのソフトボール教室では小中学生らが、

体育協会ソフトボール部指導のもと、「投げる・捕る」

といった基本動作の練習をしました。特にボールを

キャッチする時は積極的に前へ出てキャッチをする

など指導を受け、熱心に取り組みました。

かがみソフトボールフェスティバル

ナイスキャッチ！

香南市交通安全母の会結成

全国キャラバン隊がやってきた

腹ごしらえして さーうん！

流しソーメンとどろんこゲーム

　８月20日（日）第38回香取神社夏祭奉納相撲大会が

赤岡ドームで行われました。

　香取神社の相撲は、古くから五穀豊穣、大漁祈願、

商工業繁盛、交通安全を祈願、併せて心身を鍛錬する

スポーツとして行われてきました。

　小学生相撲の部は市内や香美市から５校７チーム

が参加し、土俵ぎわの好勝負もあり、観客席からは

大きな歓声があがっていました。

 

か
つ
て
「
塩
の
生
産
地
」
だ
っ
た
赤
岡
町
と
物

部
町
ま
で
を
結
ん
で
い
た
「
塩
の
道
」
の
復
活
を

目
指
し
、
九
月
四
日
（
月
）
香
我
美
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
「
『
塩
の
道
』
香
南
市
保
存
会
」
の
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
塩
の
道
」
は
、
塩
や
農
産
物
を
運
ぶ
道
と
し

て
昭
和
初
期
ま
で
往
来
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
廃
道
。
こ
れ
を
観
光
資
源
に
生
か
そ
う
と

香
美
市
側
が
整
備
を
始
め
、全
区
間（
二
十
七
㌔
）

復
活
を
目
指
し
香
南
市
側
の
九
㌔
に
つ
い
て
も

保
存
会
を
つ
く
り
全
市
的
な
活
動
を
開
始
し
た

も
の
で
す
。
九
月
二
十
九
日
に
は
、
会
員
ら
で
ル

ー
ト
を
実
際
に
歩
き
確
認
し
ま
し
た
。

小学生相撲の部
団体戦　

１位　夜須小

２位　吉川小Ａ

３位　香我美小

個人戦（優勝）

　1.2年の部　寺内大智（野市東）

　3.4年の部　小原静馬（大栃）

　5年の部　　内村圭喬（香我美）

　6年の部　　永野翔太（夜須）　

保
存
会
設
立
総
会

「
塩
の
道
」
復
活
へ

 香南市担い手育成総合支援協議会では、「認定農業

者」の育成支援を図るため、９月下旬まで市内農協

各支所などで講習会を開催しました。

　「認定農業者制度」とは、農業経営者として、頑張

っていこうとする人を育成、支援していこうとする

ものです。自ら経営、改善に取り組む意欲のある人

であれば、性別、年齢、経営規模の大小などは問いま

せん。国の農業政策は、担い手や認定農業者に限定

されてきており、認定農業者を増やすことが地域を

守り育てるために必要となります。

　講習会に参加した農家は、計画書の作成に戸惑い

ながらも、一生懸命取り組みました。

■
認
定
農
業
者
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
農
林
課
農
林
係
　 

　
57-

７
５
１
７

　８月19日（土）野市町で『のいち遊び

すとクラブ』主催の第50回『野塾』流し

ソーメンとどろんこゲーム大会が開催されました。

　市内小学生約60人が参加し、昼食は流しソーメン。会

員が割った青竹を涼しげに流れるソーメンを、子ども

たちは競い合ってすくい「冷たくておいしい！」を連発。

　午後のどろんこゲームでは、恐る恐る田んぼに足を

入れていた子どもも、かけっこや綱引きなど盛りだく

さんのゲームに全身泥だらけで大奮闘。ゲームが終わ

っても子どもたちは、お風呂のように田んぼにつかり

まるで泥エステ。存分にどろんこを楽しみました。

　　広報こうなん 2006.10(９) 広報こうなん 2006.10 (８)



Topics まちの話題

野市中学校　赤ちゃんふれあい

抱き方がわからん～～

チームみんなで優勝へ

夜須幼稚園　ジャガイモ植えとサツマイモ収穫

このおイモおおきい～！

　９月11日（月）野市中学校３年生が１年間を通して同

じ赤ちゃんとふれあい、自分がどれだけ大切に育てら

れてきたのかを学習する「共感教育」として「赤ちゃん

ふれあい」が行われました。

　今年初めて文部科学省の「豊かな体験活動推進事業」

の助成を受けて実現したこの事業は今回、２回目。生徒

は前回寝返りをうつのがやっとだった赤ちゃんが、は

いはいをしていることに感動したり、お母さんに準備

していた質問をしたりと１歳に満たない赤ちゃんと積

極的にふれあいました。次回は11月に行われ、最終の

回では満１歳の誕生日を共に祝います。

　９月12日（火）赤岡中学校を皮切りに、市内各中学校で運

動会が行われました。悪天候で各学校とも延期になり、９

月19日（火）に香我美中学校、９月20日（水）に夜須中学校、９

月23日（土）に野市中学校での開催になりました。

 生徒は夏休み前から練習してきた創作ダンスや応援合戦

を力一杯行いました。騎馬戦では熱くなり判定が長講する

場面も。クラブ対抗リレーでは先生チームも本気になり健

闘しました。ムカデ競争や綱引きなどでもチームで勝利を

奪い合いました。各学校とも団結力が一層深まる運動会と

なりました。

市内中学校運動会

　香南市では、市及び高知県の文化・風土を生

かした「住宅からのCO2排出削減に寄与する香南

市版モデルの省エネ住宅」の提案と普及・啓発

を推進しています。

　これから家を建てたい人や改築したい人だ

けでなく、『できるだけ冷暖房機に頼らず、自然

と共生し一年を通して快適で健康的な生活を

送りたい』と願う皆さまに、住まいの省エネと

エコロジーな住環境のためのアイデアを提案

していきます。

　今住んでいる住宅の効果的な省エネ対策は何？ど

んな省エネ機器があるの？自分でできる住まいの省

エネ対策って？風土を生かした住まいの工夫は？地

震対策も知りたい！などなど、そんな省エネ住宅に

ついて分かりやすく学べる講座を開催します。

◇講座１：10月28日（土）「高知の住まいと環境」

◇講座２：11月26日（日）「地震と省エネの住まい」

◇講座３：12月２日（土）「省エネ住宅見学会」

◆場　所：のいちふれあいセンター

◆時　間：午後１時30分～午後４時30分

◆参加費：無料（受講者数80人程度）

省エネ住宅とは…

知って
得する
！

住まいの省エネ

住まいの省エネ住宅アイデア募集！「住まいの省エネ講座」を
　　　　　　　受講しませんか？

みんなで止めよう温暖化

環境対策課からのおしらせ ■問い合わせ先　環境対策課　　57-8508

三
宝
山
・
市
道
堀
之
内
添
地
線
（
香
我
美
～
夜
須
）
を

き
れ
い
に
し
て
不
法
投
棄
を
や
め
さ
せ
よ
う
!!

　いま、三宝山や農免道路がごみの山となって

います。

　道端には弁当の食べかすや雑誌などが、奥に

目をやると空き缶やタイヤ、テレビなどなど…

心ない人たちによって自然が汚され、本来の美

しい景観が損なわれています。

　私たちの街から不法投棄をなくしましょう。

たくさんの皆さんの参加、協力をお願いします。

■日時：11月５日（日）　午前８時～正午

　　　〔雨天の場合は11月12日（日）に延期〕

■内容：旧龍河洞スカイライン
　　　 農免道路（香我美・夜須間）
　　　　　　　　　　　　のごみの分別、回収

■持参するもの：タオル（軍手は支給）

■ご協力いただける人は10月20日（金）までに連

絡ください。

■連絡先　環境対策課まで

　いま、三宝山や農免道路がごみの山となって

います。

　道端には弁当の食べかすや雑誌などが、奥に

目をやると空き缶やタイヤ、テレビなどなど…

心ない人たちによって自然が汚され、本来の美

しい景観が損なわれています。

　私たちの街から不法投棄をなくしましょう。

たくさんの皆さんの参加、協力をお願いします。

■日時：11月５日（日）　午前８時～正午

　　　〔雨天の場合は11月12日（日）に延期〕

■内容：旧龍河洞スカイライン
　　　 農免道路（香我美・夜須間）
　　　　　　　　　　　　のごみの分別、回収

■持参するもの：タオル（軍手は支給）

■ご協力いただける人は10月20日（金）までに連

絡ください。

■連絡先　環境対策課まで

　住宅において使用さ

れるエネルギーは、実に

様々なものがあり、なか

でも大半を占めるのが、

冷暖房と給湯のためのエネルギーです。地球温

暖化防止のためにも、この消費量をより少なく

し、自然と共生する健康的な生活を送ることが

できる住宅を「省エネルギー住宅」といいます。

清
掃
活
動
へ
の
参
加
者
募
集

清
掃
活
動
へ
の
参
加
者
募
集

　市環境基本条例に基づき、環境の状況の

把握、監視、さらに良好な環境の保全や創

造など、環境行政を適正に実施していくた

めに、環境監視員を委嘱しました。

　子どもや孫たちの代まで、さらには子々

孫々に至るまで、『良好な環境を引き継ぐ』

ことは、現在に生きる私たち、みんなの務

めです。今後、環境の監視や指導のために、

市内各地域を巡回しますので、市民の皆さ

んのご協力をお願いします。

　　◆公家　靖孝さん（野市町西野）

　　◆西内　治水さん（夜須町西山）

　　◆北村　佶さん　（吉川町吉原）

主催：ＮＰＯ法人環境の杜こうち

　住まいの省エネを実践されている人のアイデアや、

省エネ住宅に関するアイデアを募集します。表現

方法は自由です。

　なお、応募していただいたアイデア作品は、の

いちふれあいセンター等に展示し、省エネ住宅の

普及啓発に役立てます。

　応募者には粗品を進呈。

また、優れたアイデアは

表彰し、省エネグッズを

プレゼントします。

◇応募連絡先

 環境対策課まで　 外の暑さを室内に入れない「よしず」

豊かな環境を引き継ぐため
環境監視員を委嘱

　
夜
須
幼
稚
園
の
園
児
五
十
八
人
が
九
月

十
五
日(

金)
八
幡
神
社
裏
の
畑
で
五
月
に

植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
土
佐
香
美
青
壮
年
部
夜
須
支
部
の

メ
ン
バ
ー
が
掘
り
返
し
て
く
れ
た
土
の
中

に
は
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が
た
く
さ
ん
。

袋
い
っ
ぱ
い
収
穫
し
た
園
児
ら
は
「
重
い
！

持
っ
て
帰
れ
ん
～
」
と
に
こ
に
こ
顔
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
植
え
も
同
時
に
行
い
、
並

べ
た
種
イ
モ
に
土
を
か
ぶ
せ
て
い
き
ま
し

た
。
三
〇
㎏
植
え

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は

十
一
月
頃
に
収
穫

す
る
予
定
で
す
。
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お知らせ
お問い合わせは
こちらまで

●市役所（本庁)  56-0511

　総　務　課　　57-8500

　防災対策課　　57-8501

　財　政　課　　57-8502

　企　画　課　　57-8503

　税　務　課　　57-8504

　市　民　課　　57-8506

　人　権　課　　57-8507

　環境対策課　　57-8508

　保険医療課　　57-8510

　福祉事務所　　57-8509

　上下水道課　　57-8512

　出　納　室　　57-8515

●赤 岡 支所  　55-3111

　健康対策課　　57-7516

　香我美支所　　55-2111

　建　設　課　　57-7518

　農　林　課　　57-7517

  農業委員会　　57-7519

●夜 須 支所　　55-3141

 [教育委員会]

　学校教育課　　57-7521

　こ ど も課　　57-7522

　生涯学習課　　57-7523

　給食センター　　57-7524

●吉 川 支所　  55-3121

　商工水産課　　57-7520

●香 南 消防　　55-4141

人口/34,178人　世帯/13,536戸

（男/16,388人　女/17,790人  

出生 /   16人　死亡/  44人

転入/   90人　転出/  89人

対前月比/27人減 (18.8.31現在 )

市のうごき

　

　
10
月
16
日（
月
）～
22
日（
日
）は
、

秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
次
の
と
お
り
、「
一
日
行
政
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
赤
岡
支
所
及
び
吉
川
総

合
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま

す
「
行
政
相
談
ポ
ス
ト
」
で
も
投

書
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時
・
場
所

▼
10
月
２
日
（
月
）

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
10
月
10
日
（
火
）

吉
川
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
10
月
13
日
（
金
）

夜
須
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
10
月
19
日
（
木
）

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
10
月
20
日
（
金
）

赤
岡
支
所

香
我
美
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
各
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後

３
時
ま
で

■
相
談
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
　

総
務
省
高
知
行
政
評
価
事
務
所

　
０
８
８-

８
２
４-

４
１
０
０

　

　
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る

の
か
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い

の
か
、
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
と

き
は
、
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

■
相
談
電
話
（
10
月
２
日
よ
り
）

　
０
５
７
０-

０
７
８
３
７
４

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
10
月
２
日
よ
り
）

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
o
u
t
e
r
a
s
u
.
o
r
.
j
p

　

■
問
い
合
わ
せ
先
　

▼
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
高

知
地
方
事
務
所
　
０
５
０-

３
３

８
３-

５
５
７
７

▼
市
役
所
市
民
課
　

 

民
事
や
家
事
事
件
担
当
の
調
停

委
員
が
、
民
事
や
家
事
の
悩
み
事

を
手
軽
に
、
早
く
安
く
解
決
で
き

る
方
法
を
教
え
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
26
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
所
　
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ

か
る
ぽ
ー
と
二
階
小
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先
　

高
知
調
停
協
会
連
合
会
事
務
局

　
０
８
８-

８
２
２-

０
３
４
０

　
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
の
あ
る
人

の
相
談
や
生
活
支
援
を
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
相
談
電
話
　
　
０
８
０-

６
３

９
５-

１
９
０
２

■
問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
あ
け
ぼ
の

　
56-

４
５
３
０

　

   

父
母
の
離
婚
や
、
父
の
死
亡
な

ど
に
よ
っ
て
、
父
親
と
生
計
を
共

に
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
し

て
い
る
母
子
世
帯
等
の
生
活
の

安
定
を
図
り
、
自
立
を
促
進
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ

る
人
…
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、

ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
障
害
（
年
金
の
障
害
等
級

一
級
程
度
）
状
態
に
あ
る
児
童
で

公
的
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童
⑤
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児

童⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

市
福
祉
事
務
所

  

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
次
の
順
番
で
、
ご
遺
族
お
一
人

に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を

　
有
し
、
か
つ
戦
没
者
等
と
氏
が

　
同
じ
で
あ
る
①
父
母
②
孫
③

　
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４
　
右
記
３
以
外
の
①
父
母
②

　
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
　
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三

　
親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
等
の

　
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
一
年

　
以
上
生
計
関
係
が
あ
っ
た
人

の
み
）

■
支
給
内
容
　
額
面
四
十
万
円
、

10
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
締
切
り
　

平
成
20
年
３
月
31
日

■
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
福

祉
事
務
所
　
特
別
弔
慰
金
係

    

父
母
が
死
亡
し
た
り
、
親
の
病

気
や
離
婚
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
、

親
と
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど

も
に
家
庭
生
活
を
経
験
さ
せ
な

が
ら
養
育
し
、
自
立
を
支
援
す
る

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
里
親

に
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た

だ
け
る
人
や
関
心
の
あ
る
人
は
、

左
記
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

▼
高
知
県
中
央
東
福
祉
保
健
所

健
康
課
　
53-

３
１
７
２

▼
高
知
県
中
央
児
童
相
談
所

　
０
８
８-

８
６
６-

６
７
９
１

▼
市
福
祉
事
務
所
　

　　

 
 
 

　

■
募
集
住
宅

▼
市
営
住
宅
４
戸
（
一
般
世
帯
用

３
戸
・
高
齢
者
用
１
戸
）

▼
改
良
住
宅
３
戸

▼
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
５
戸
（
一

般
世
帯
用
１
戸
・
単
身
者
用
４
戸
）

▼
単
独
住
宅
６
戸

■
受
付
期
間

10
月
23
日
（
月
）
～
24
日
（
火
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
募
集
要
項
は
、
市
役
所
又
は
各

支
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
建
設
課
住
宅
係

　
地
下
水
の
か
ん
養
を
図
る
た

め
に
冬
季
の
休
耕
田
に
水
を
た

め
て
も
ら
え
る
個
所
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
個
所
　
（
野
市
町
）

▼
市
道
ゴ
ス
イ
デ
ン
線
（
県
立
青

少
年
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
南
に
あ
る

平
地
の
水
田

▼
市
道
野
地
中
ノ
村
線
（
み
ど
り

野
団
地
）
か
ら
南
に
あ
る
平
地
の

水
田
※
た
だ
し
、
水
張
り
で
隣
り
の
作

物
な
ど
に
影
響
の
な
い
個
所

■
受
託
期
間
　
平
成
18
年
11
月

１
日
～
平
成
19
年
２
月
28
日

■
受
託
料 

10
ａ
当
た
り
３
万
円

■
作
業
内
容
　
休
耕
田
の
耕
地

１
回
／
水
の
補
給
３
日
に
１
回

程
度
、
水
が
枯
れ
な
い
よ
う
に
潅

水■
締
切
り
　
10
月
12
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
企
画
課

　　
精
神
疾
患
で
通
院
し
て
い
る

人
を
対
象
に
、
月
一
回
集
ま
っ
て

料
理
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創

作
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
は
、
赤
岡
町
で
芋
の
収
穫

と
料
理
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
施
場
所
　
赤
岡
保
健
セ
ン

タ
ー(

変
更
の
場
合
あ
り
）

■
費
用
　
無
料
（
内
容
に
よ
っ
て

実
費
負
担
あ
り
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

役
所
健
康
対
策
課
・
福
祉
事
務
所

　　
第
一
回
香
南
市
短
詩
型
文
学

振
興
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
開
催
日
時
　

11
月
30
日
（
木
）
午
後
１
時

■
場
所
　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
二
階
研
修
室

■
投
稿
締
切
り
　
11
月
10
日（
金
）

■
投
稿
・
問
い
合
わ
せ
先

香
南
市
夜
須
町
坪
井
二
七
○

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　

短
詩
型
大
会
係

　　
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ト
ラ
ン
ブ
ル

（
国
際
交
流
員
）
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

マ
イ
ヤ
ー
（
外
国
語
指
導
員
）
が

英
会
話
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
ス
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
は
、

生
涯
学
習
課
、夜
須
中
央
公
民
館
、

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者
　
香
南
市
在
住
で
高

校
生
以
上
の
人

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
　
澤
田

■
日
時
　

①
10
月
25
日
（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
テ
ー
マ
　
「
成
年
後
見
制
度
」

と
「
介
護
予
防
」

▼
定
員
　
50
名

②
11
月
10
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
テ
ー
マ
　
「
食
事
介
助
」
と
「
口

腔
の
清
潔
」

▼
定
員
　
30
名

■
場
所
　
県
立
ふ
く
し
交
流
プ

ラ
ザ
■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
高

知
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

　
０
８
８-

８
４
４-

９
２
７
１

　

nformationi   informatio n

　

募

集

　

　

相

談

　

　

福

祉

　

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

デ
イ
ケ
ア
こ
う
な
ん

児
童
扶
養
手
当
制
度

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

無
料
調
停
相
談
会

冬
季
の
休
耕
田
地
下
水

か
ん
養
事
業
の
受
託
者
募
集

障
害
の
あ
る
人
の
電
話
相
談

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
は
お
済
み
で
す
か
？

法
律
問
題
で
お
悩
み
の
人
は

法
テ
ラ
ス
へ
相
談
を
！

楽
し
く
英
会
話
を
勉
強

　
　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
は
、

お
近
く
の
行
政
相
談
委
員
へ
！

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
投
稿

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

県
民
介
護
講
座

最低賃金改正のお知らせ

平成18年10月1日から高知県最低賃金は、

　　　１時間　６１５円です

■問い合わせ先

高知労働局　賃金室　（　　088-885-6024）
高知労働基準監督署　（　　088-885-6031）

市
役
所
保
険
医
療
課

児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

支
給
日
は
、
10
月
10
日
（
火
）〈
６

～
９
月
分
〉
で
す
。

個
別
に
支
払
通
知
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
通
帳
で
入
金
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

広報こうなん 2006.10（13) 広報こうなん 2006.10 (12)



　

nformationi   informatio n

　

環

境

　

　

年

金

　

　

企

画

　

　
印
鑑
登
録
　

　

農

林

　

　

交
通
安
全

　

　

催

し

　

お
墓
を
つ
く
る
に
は
保
健
所

の
許
可
が
必
要
で
す

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を

　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う
！

印
鑑
登
録
証
の
引
き
換
え
は

お
済
み
で
す
か
？

駅
駐
輪
場
に
自
転
車
等
を

　
　
長
期
放
置
し
な
い
で
！

こ
こ
ろ
と
体
の

　
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

香
南
市
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て

放
し
飼
い
は
放
し
害
で
す
！

秋
は
や
っ
ぱ
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

保
険
料
免
除
等
を
受
け
た
期
間

の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す

社
会
保
険
事
務
所
の

休
日
・
時
間
外
年
金
相
談

集
落
公
民
館
建
築
補
助
金

香
南
市
振
興
計
画
審
議
会
は

傍
聴
で
き
ま
す

身
に
つ
け
て
ま
す
か
？
反
射
材

証
明
の
な
い
木
材
は

  

販
売
が
で
き
ま
せ
ん
！

■　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
一

部
納
付
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
・

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老

齢
基
礎
年
金
の
金
額
を
計
算
す

る
と
き
に
は
、
減
額
ま
た
は
、
反

映
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め

に
も
、
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
追

納
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
３
年
度
以
前
の
保
険
料

に
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算
額

が
つ
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
※
一
部
納
付
は
一
部
の
保

険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
の
取

扱
い
に
な
り
ま
す
。
お
得
な
制
度

で
す
の
で
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
の
延
長

▼
10
月
10
日
（
火
）
　

▽
午
後
７
時
ま
で

（
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
）

■
第
２
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

▽
10
月
14
日
（
土
）
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
（
県
下
４
つ
の
社

会
保
険
事
務
所
）
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

南
国
社
会
保
険
事
務
所

　
０
８
８-

８
６
４-

１
１
１
１

　
10
月
16
日
（
月
）
か
ら
、
の
い
ち

駅
・
よ
し
か
わ
駅
・
あ
か
お
か
駅
・

香
我
美
駅
の
駐
輪
場
に
お
い
て
、

放
置
自
転
車
等
の
調
査
を
開
始

し
ま
す
。

　
長
期
間
に
わ
た
り
放
置
し
て

い
る
自
転
車
な
ど
は
、
駐
輪
場
か

ら
撤
去
し
、
保
管
し
ま
す
。

　
防
犯
登
録
な
ど
に
よ
り
持
ち

主
が
わ
か
っ
た
場
合
は
、
通
知
し

ま
す
が
、
６
カ
月
の
保
管
期
間
を

過
ぎ
て
も
取
り
に
来
な
い
場
合
は
、

処
分
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
企
画
課

 

市
で
は
、
集
落
の
振
興
を
図
る

た
め
、
町
内
会
等
が
自
ら
管
理
す

る
公
民
館
を
建
築
、
修
繕
す
る
場

合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
・
補
助
率

①
新
・
増
改
築
　
　 

75
％

②
内
外
部
改
造
　
　
50
％

③
空
調
設
備
　
　
　
50
％

④
災
害
復
旧
　
　
　
75
％

⑤
電
話
設
置
　
　
　
50
％

※
建
築
に
係
わ
る
土
地
の
経
費
は
、

補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
み
締
切
り
　

10
月
末
日
　
※
以
後
随
時

■
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
課

■
第
３
回
審
議
会

■
日
時
　
10
月
18
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
所
　
夜
須
中
央
公
民
館

■
内
容
　
「
基
本
構
想
」
に
つ
い

て
審
議
す
る
と
と
も
に
「
前
期
基

本
計
画
」
も
あ
わ
せ
て
審
議
予
定

■
問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
企
画
課

　
合
併
前
の
旧
町
村
発
行
の
印

鑑
登
録
証
を
香
南
市
の
印
鑑
登

録
証
に
引
き
換
え
て
い
ま
す
。

■
無
料
引
き
換
え
期
間
　

平
成
19
年
３
月
末
日
ま
で
※
以

後
の
引
き
換
え
は
有
料（
三
百
円
）

■
持
参
す
る
も
の
　

旧
町
村
発
行
の
印
鑑
登
録
証

■
引
き
換
え
方
法
　
左
記
の
窓

口
で
、
印
鑑
登
録
証
引
替
交
付
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
印

鑑
登
録
証
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
代
理
人
も
申
請
で
き

ま
す
が
、
登
録
さ
れ
て
い
る
人
の

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
を
申
請

書
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
確
認
の
う
え
来
庁
く
だ

さ
い
。

※
印
鑑
登
録
証
を
紛
失
さ
れ
た

人
は
、
改
め
て
印
鑑
登
録
（
有
料
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
引
き
換
え
場
所
　
市
役
所
市

民
課
及
び
各
支
所
の
窓
口

■
問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
市
民
課

　

 

県
下
で
は
、
今
年
も
高
齢
者
の

死
亡
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
香

南
警
察
署
管
内
で
も
８
月
に
高

齢
者
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
今
年
発
生
し
た
高
齢
歩
行

者
の
死
亡
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が

夜
間
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
早
朝
・
夕
方
・
夜
間
な
ど
暗
い

時
間
帯
は
、
車
か
ら
は
歩
行
者
や

自
転
車
の
姿
が
よ
く
見
え
て
い

ま
せ
ん
。
暗
い
時
間
帯
に
外
出
す

る
時
は
、
白
や
黄
色
な
ど
の
明
る

い
色
の
服
装
を
し
、
積
極
的
に
反

射
材
を
身
に
つ
け
、
自
分
の
存
在

を
車
の
運
転
者
に
知
ら
せ
る
こ

と
が
事
故
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
人
に
限
ら
ず
、
反
射

材
は
、
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
■
問
い
合
わ
せ
先
　

香
南
警
察
署
　
高
齢
者
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
谷
間
由
美
　

　
55-

０
１
１
０

旧５町村の

指定ごみ袋

香南市

指定ごみ袋

【当面】 【今後】
●旧５町村の指定ごみ袋を使用

赤岡町・香我美町・野市町

夜須町・吉川村

石綿による健康被害について

　石綿ばく露を原因とする疾病により死

亡した労働者の遺族で遺族補償給付また

は、特別遺族給付金の請求がお済みでな

い人は、ご相談ください。　　　　　

特別遺族給付金の請求期間

平成21年３月26日まで

高知労働局　労災補償課
０８８-８８５-６０２５

入
っ
て
い
ま
す
か
労
働
保
険
、

　
加
入
は
社
会
の
ル
ー
ル
で
す
。

加
入
が
お
済
み
で
な
い
事
業
主
は
、

　
今
す
ぐ
加
入
手
続
き
を
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
美

10
月
は
労
働
保
険

　
　
適
用
促
進
月
間
で
す
。

バイク（原付・軽二輪）の自賠責保険・
共済の有効期限は切れていませんか？

国土交通省

　
合
併
前
の
旧
町
村
指
定
ご
み

袋
は
、香
南
市
全
域
で
使
用
で
き
、

販
売
価
格
は
同
額
で
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　　◎
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」
及
び
「
資
源
ご

み
」
は
、
決
め
ら
れ
た
収
集
当
日

の
朝
８
時
ま
で
に
お
住
ま
い
の

地
区
で
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
事
業
系
ご
み
・
営
業
ご
み
は
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
せ

ま
せ
ん
。

◎
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
で
協
力
し
管
理
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
ご
み
の
出
し
方
、
分
け
方
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、『
香
南
市
ご
み

冊
子
』
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
『
香
南
市
ご
み
冊
子
』
は
、
環
境

対
策
課
及
び
各
支
所
で
お
渡
し

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▼
市
役
所

 
 

環
境
対
策
課

   

自
分
の
所
有
地
に
自
分
の
家
の

墓
を
つ
く
る
時
も
許
可
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
、
民
間
企
業
や
個
人
が
造

成
し
た
無
許
可
の
分
譲
墓
地
を

購
入
し
た
場
合
は
、
墓
地
の
許
可

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
分
譲
墓
地
を
買

わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
墓
地
に
関
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ

な
制
限
が
あ
り
墓
地
を
つ
く
る

時
や
購
入
す
る
際
は
、
左
記
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

▼
高
知
県
中
央
東
福
祉
保
健
所

環
境
課
　
52-

０
０
０
４

▼
市
役
所
環
境
対
策
課

　　
愛
犬
を
ひ
と
り
で
散
歩
さ
せ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
う
ち
の
犬
は
大
丈
夫
」
と
思

っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

人
を
か
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
他
人

の
庭
や
畑
を
荒
ら
し
た
り
、
事
故

に
巻
き
込
ん
で
し
ま
っ
た
ら
責

任
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
飼
い
主
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
対
策
課

　

  
年
齢
に
関
係
な
く
自
分
ら
し
く

「
い
き
い
き
生
き
る
」
こ
と
を
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
と
言
い
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
28
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所
　
土
佐
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

■
講
師
　
百
田
貴
洋

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
み
締
切
り
　
10
月
25
日（
水
）

■
申
込
み
方
法
　
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
載
の
う
え
、
官
製

は
が
き
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
55-

０

９
９
５
）
か
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

土
佐
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ

レ
ッ
ジ
　
地
域
公
開
講
座
係

　
55-

０
０
３
３
（
香
南
市
香
我

美
町
山
北
二
八
三
三
）

（t
o
s
a
r
e
h
a
@
t
o
s
a
r
e
h
a
.
a
c
.
j
p
)

　
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ａ
オ
ー
シ
ャ
ン
ウ
オ

ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
里
山
か
ら
見
下
ろ
す「
太
平
洋
」

の
す
ば
ら
し
さ
に
改
め
て
感
動

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ゴ
ー
ル
近
く
に

は
、
地
元
食
材
中
心
の
「
特
製
ラ

ン
チ
」（
有
料
・
事
前
予
約
必
要
）

が
待
っ
て
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
29
日
（
日
）

午
前
９
時
45
分
（
出
発
式
）

■
集
合
場
所
　

琴
ケ
浜
野
外
劇
場
駐
車
場

■
コ
ー
ス
　

◎
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
行
き
（
９
㌔
）

◎
安
芸
駅
行
き
（
14
㌔
）

■
参
加
資
格
　

　
大
会
規
則
や
交
通
ル
ー
ル
を

守
れ
る
人
（
※
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
、
介
助
の
必
要
な

人
は
介
助
者
同
伴
）

■
参
加
費
　

▼
大
人
　
六
百
円
（
当
日
千
円
）

▼
高
校
生
以
下
三
百
円
（
当
日
五

百
円
）

■
事
前
申
込
み
締
切
り

10
月
16
日
（
月
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

芸
西
商
工
会
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
係

　
０
８
８
７-

３
３-

２
２
１
８

　　　
10
月
１
日
よ
り
、
市
場
等
へ
出

荷
す
る
木
材
に
は
、
市
町
村
等
が

発
行
す
る
「
合
法
伐
採
証
明
証
」

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。「
合
法

伐
採
証
明
」
を
得
る
に
は
、
伐
採

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
左
記
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▼
高
知
県
中
央
東
林
業
事
務
所

　
53-

０
６
５
５

▼
市
役
所
農
林
課

●各ごみ袋の種類毎に、在庫

がなくなり次第、新しい香南

市の指定ごみ袋に変更

　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の

基本的な対人賠償を目的として、原動機付自転車

を含むすべての自動車に加入が義務づけられてい

ます。特に車検制度のない250cc以下のバイク（原

動機付自転車・軽二輪自動車）は、有効期限切れ、

かけ忘れにご注意を！ 
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自己負担金免除申請について
 生活保護を受給されている方は自己負担金の免除制

度がありますので、接種前に申請してください。

◆申請窓口

　福祉事務所(本庁)・健康対策課(赤岡庁舎)・各支所

◆必要な物　印鑑

※免除申請は原則、本人又は本人から委任を受けた

同一世帯に属する人とします

■問い合わせ先　健康対策課 保健指導係 　57－7516

【
四
国
小
学
校
選
手
権
兼
全
日
本

小
学
生
優
勝
大
会
四
国
予
選
】

■
８
月
27
日
（
日
）

■
春
野
相
撲
場

■
個
人
６
年
生
の
部

３
位
　
永
野
翔
太
（
香
南
少
年
相

撲
部
・
夜
須
小
）

※
12
月
３
日
に
東
京
両
国
国
技
館

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

決
定

【
第
59
回
高
知
県
中
学
校
相
撲
選

手
権
大
会
】

■
９
月
３
日
（
日
）

■
赤
岡
町
赤
岡
ド
ー
ム

■
２
年
生
個
人
戦

３
位
　
横
田
匡
加
（
野
市
中
）

■
団
体
戦

３
位
　
野
市
中
学
校（
河
崎
・
猪
原
・

山
﨑
・
横
尾
・
中
田
）

【
第
35
回
赤
岡
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
】

■
９
月
３
日
（
日
）

■
県
立
城
山
高
等
学
校
体
育
館

■
１
部

１
位
　
泉
・
右
城
（
本
山
町
）

２
位
　
成
田
・
土
居
（
赤
岡
町
）

３
位
　
宮
崎
・
春
日
井
（
高
知
市
）

■
２
部

１
位
　
桃
田
・
浜
田
（
高
知
市
）

２
位
　
弘
田
・
竹
崎
（
高
知
市
）

３
位
　
三
宮
・
北
村
（
高
知
市
）

■
３
部

１
位
　
久
保
・
井
田
（
本
山
町
）

２
位
　
西
内
・
上
野
（
野
市
町
）

３
位
　
小
松
・
坂
本
（
野
市
町
）

■
４
部
（
初
心
者
）

１
位
　
弘
瀬
・
浜
川
（
高
知
市
）

２
位
　
植
田
・
石
黒
（
い
の
町
）

３
位
　
明
石
・
野
口
（
香
我
美
町
）

【
第
26
回
高
知
県
ジ
ュ
ニ
ア
体
操

安
芸
大
会
】

■
９
月
３
日
（
日
）

■
安
芸
市
体
育
館

【
女
子
２
部
】

■
団
体
総
合

１
位
　
野
市
体
操
ク
ラ
ブ
Ａ

６
位
　
香
我
美

　
　
　
　
ス
ポ
少
体
操
部
Ａ

■
個
人
総
合

１
位
　
橋
詰
歩
佳
（
野
市
小
３
年
）

２
位
　
野
久
保
美
紅
（
佐
古
小
４

年
）
■
種
目
別
〔
マ
ッ
ト
〕

３
位
　
野
久
保
美
紅
（
佐
古
小
４

年
）
■
種
目
別
〔
鉄
棒
〕

１
位
　
岡
崎
さ
く
ら
（
香
我
美
小

５
年
）

２
位
　
横
田
奈
穂（
香
我
美
小
５
年
）

３
位
　
橋
詰
歩
佳
（
野
市
小
３
年
）

■
種
目
別
〔
跳
び
箱
〕

１
位
　
橋
詰
歩
佳
（
野
市
小
３
年
）

２
位
　
野
久
保
美
紅（
佐
古
小
４
年
）

　【
第
45
回
高
知
県
小
学
生
野
球
選

手
権
大
会
兼
第
２
回
高
知
県
野

球
協
会
杯
】

■
７
月
16
日（
日
）～
８
月
23
日（
水
）

■
東
部
球
場
他

３
位
　
桜
ヶ
丘
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
第
57
回
高
知
県
中
学
野
球
選
手

権
大
会
】

■
８
月
12
日
（
土
）
～
23
日
（
水
）

■
高
知
球
場
他

ベ
ス
ト
４
　
野
市
中
学
校
野
球
部

ベ
ス
ト
８
　
夜
須
中
学
校
野
球
部

剣
　
道

ペ
タ
ン
ク

相
　
撲

野
　
球

卓
　
球

体
　
操

ヨ
ッ
ト

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

スポーツトピックススポーツトピックス

　全国大会や四国大会の結果が続々と報告されています。指導者の方

は香南市内で行われた大会、香南市の方が活躍されたスポーツ結果を（教

育委員会 スポーツ振興係  　57-7523）までご連絡ください。

■対象　

　スポーツの全国大会(①※予選会を経たもので、学生は対象外)・国民体育大会

(②)へ出場される香南市在住の方。18年度は７月以降の大会が対象となります。

■補助金の額…１人につき　①5千円　②1万円

■申込み方法・問い合わせ先…原則、大会終了後１カ月以内に申請書を教育

委員会生涯学習課スポーツ振興係に提出してください。最終締切り２月末です。

■教育委員会　生涯学習課　　57-7523

スポーツ大会選手派遣

補助金のお知らせ

の
い
ち
パ
ー
ク

　
　
ゴ
ル
フ
場
に
植
樹

　
だ
れ
も
が
気
軽
に
参
加
し
、
楽
し

め
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
広
め
る
た

め
、
物
部
川
河
川
敷
の
野
市
ふ
れ
あ

い
広
場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
、
宝
く

じ
の
緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
で
、
七
月
中
旬
に
植
樹
（
エ

ノ
キ
等
二
十
五
本
・
カ
ン
ツ
バ
キ
等

二
百
本
）
と
芝
張
り
（
南
エ
リ
ア
）
を

行
い
ま
し
た
。

　
低
木
は
、
の
い
ち
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

愛
好
会
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
植

樹
し
、
緑
化
推
進
に
よ
る
環
境
が
整

備
さ
れ
、
地
域
・
世
代
間
の
交
流
や

健
康
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　インフルエンザは、インフルエンザウイルス

に感染することによって起こり、普通のかぜに

比べて全身症状が強いのが特徴です。

 インフルエンザ予防接種は、高齢者の発病

防止や特に重症化防止に有効であることが

確認されています。

①65歳以上の人

②60歳以上65歳未満の人で、心臓やじん臓、呼吸器

の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程

度の障害のある人及び、ヒト免疫不全ウイルスにより

免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害

のある人（身体障害者手帳１級相当）

■実施期間

10月１日（日）～12月31日（日）
（ただし、委託医療機関の休診日は除く）

■実施医療機関

高知県下の委託医療機関
（事前に希望する医療機関へ問い合わせをして

から受診してください。本人確認のため健康保

険証等を持参してください）

■接種料金（自己負担金）   1,000円

■接種回数        上記の期間中１回

■対象者
　香南市に住民登録又は外国人登録があり、接種当日に

次の①又は②のいずれかに該当する人

（本人が接種を希望する場合

において行われるものです）

インフルエンザ予防接種を実施しますインフルエンザ予防接種を実施します

僕 の

悔いなし！野球を続けてきて本当によかった

　
第
88
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に
、
県

代
表
と
し
て
出
場
し
た
高
知
商
業
高
校
。

 

香
南
市
か
ら
二
人
の
高
校
球
児
が
メ
ン
バ
ー

と
し
て
甲
子
園
の
土
を
踏
み
ま
し
た
。　

　
八
月
六
日
、
開
幕
戦
で
白
樺
学
園
（
北
北
海

道
）
に
10-

７
の
鮮
や
か
な
逆
転
勝
利
。
八
月
十

二
日
の
二
回
戦
で
は
鹿
児
島
工
業
（
鹿
児
島
）
に

３-

２
と
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
二
人
は
投
打
の

要
と
し
て
大
活
躍
。

　
こ
の
夏
、香
南
市
を
感
動
で
熱
く
し
ま
し
た
。

溝渕 悠人くん／ライト・５番打者　野市町西野（高知商業３年・野市中出身）

小松 豊徳くん／ピッチャー　野市町東野（高知商業２年・野市中出身）

自信をくれた甲子園！どんなバッターも
　　　　　　　　　　　　　　　　押さえてみせる

　幼い頃からの夢だった甲子園で、大会中９打席６安打のす

ばらしい結果を残した溝渕くん。全国のレベルの高さを知っ

たからこそ、引退した『今』力をつけて「大学ですぐに力を発

揮したい」と、練習に余念がありません。甲子園での経験が、

さらに大きな夢へと向かっていく自信になりました。

　県予選で宿敵・明徳を押さえたことが自信になり、夢の舞

台で「楽しんで野球ができた」という小松くん。2年生ながら

頼もしいマウンド度胸をみせてチームを助けました。この

夏の貴重な経験を力に、もう一度甲子園へ！「練習でも一球

一球が自分との勝負」と目標に意気込む新エースです。

たく
さん
の応
援が
大き
な力
に！
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か
な
め
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香
南
市
役
所 

各
課
紹
介
⑥             

　
　
赤
岡
支
所
・
香
我
美
支
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
夜
須
支
所
・
吉
川
支
所

私たちがスタッフです。よろしくお願いします！

　
香
我
美
支
所
で
は
戸
籍
、
住
民

票
な
ど
各
種
証
明
書
の
発
行
や
、

各
種
申
請
書
類
の
受
付
な
ど
市

民
の
方
が
な
る
べ
く
本
庁
舎
に

行
か
な
く
て
も
用
件
が
済
む
よ

う
に
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
香
我
美
町
納
涼
祭
」
、

「
山
北
み
か
ん
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」

な
ど
の
お
手
伝
い
や
「
ま
ち
づ
く

り
評
議
会
」
の
事
務
局
な
ど
香
我

美
町
独
自
の
事
務
も
支
所
の
仕

事
で
す
。
保
健
師
も
駐
在
し
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
相
談
に
お

い
で
て
く
だ
さ
い
。

　夜須支所は旧夜須町役場内にあり、市民係・

地域支援係・保健師の９人の職員がいます。

　各種申請の受付・届出やいろんなイベント

のお手伝いなどを行っています。合併して本

庁までなかなか行けない人や、どこに相談し

たらいいのか分からない人など、まずは支所

へご相談ください。

　赤岡支所には、支所長ほか市民係・地域支援

係の７人の職員がいます。以前の赤岡町役場の

職員数に比べると、とても少なくなり住民の皆

さまには「まあ、寂しゅうなったねえ」とよく言

われています。

　現在は、各種申請書の受付や、住民票・戸籍・

印鑑証明等発行業務をはじめ、住民の皆様の意

見や要望を市政に反映するための身近な窓口

ですので、気軽においでください。

　
今
ま
で
役
場
と
し
て
行
っ

て
い
た
業
務
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は

お
話
を
聞
い
た
後
、
担
当
課
に

連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
は
不
便
を

感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
こ
の
課
に
相
談
し
た
ら
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
時
は
、
ま

ず
支
所
の
私
た
ち
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
今
ま
で
と
同
じ
笑
顔
で
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　今後もより一層の市民サービスの向上に

努めてまいりますのでよろしくお願いします。

　愛され・頼りにされる支所となるよう職員

一同頑張っていきたいと思います。

よろず引き受けます！

川
で
見
つ
け
た
も
の

 

夏
休
み
も
終
盤
に
近
づ
い
た

あ
る
日
、
我
が
家
の
小
学
三
年

生
の
二
男
が
隠
し
持
っ
て
い
た

の
は
「
自
由
研
究
」
の
宿
題
。
さ

て
、
今
か
ら
い
っ
た

い
何
の
研
究
を
す

れ
ば
…
と
。
ひ
ら
め

い
た
！

「
川
に
行
っ
て
観
察

を
し
よ
う
。
生
き
物

や
植
物
、
石
で
も
え

い
し
ね
」
そ
う
言
い
な
が
ら
、
さ

っ
そ
く
準
備
を
し
て
出
発
。
し

か
し
、
自
宅
近
く
の
物
部
川
は
、

と
う
て
い
観
察
に
は
不
向
き
な

ほ
ど
の
濁
流
。
そ
う
い
え
ば
キ
ラ

キ
ラ
光
る
水
面
を
随
分
長
い
こ
と

見
て
い
な
い
な
…
と
思
い
な
が
ら
、

車
を
少
し
上
流
へ
走
ら
せ
た
。

　
冷
た
い
水
と
、
ヌ
ル
ヌ
ル
し
た

足
元
の
コ
ケ
に
恐
る

お
そ
る
入
る
二
男
。
水

中
メ
ガ
ネ
を
付
け
て
、

そ
っ
と
の
ぞ
い
た
瞬

間
あ
わ
て
て
振
り
返

っ
て
大
き
な
声
で
叫
ん
だ
。「
お
か

～
さ
ん
！
鮎
が
お
る
ぅ
～
！
」
大

興
奮
で
あ
る
。
澄
ん
だ
水
面
か
ら

は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
二
男
は
カ
タ
カ
タ
と
唇

を
震
わ
せ
な
が
ら
、
何
度
も
潜
っ

て
見
入
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
へ
キ
ャ
ン
プ
に
来
た
大

学
生
グ
ル
ー
プ
の
お
兄
ち
ゃ
ん

た
ち
を
捕
ま
え
る
と
水
中
の
鮎

を
得
意
気
に
見
せ
て
あ
げ
る
。
初

め
て
の
大
学
生
も
ま
た
大
興
奮

で
あ
る
。
と
、
見
て
い
る
だ
け
で

は
つ
ま
ら
な
い
彼
ら
は
「
捕
ま
え

た
い
！
」
と
意
見
が
一
致
し
、
石

を
積
ん
で
流
れ
を
せ
き
止
め
、
追

い
込
む
作
戦
に
出
た
。
も
う
小
学

生
も
大
学
生
も
関
係
な
く
な
っ
て

い
る
。
心
地
よ
い
川
風
を
受
け
な

が
ら
、
喜
々
と
し
て
作
業
を
続
け

て
い
る
「
自
然
児
」

た
ち
を
眺
め
て
い
る

と
、
何
だ
か
と
て
も

気
持
ち
い
い
。
小
さ

い
子
を
か
ば
い
な
が

ら
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し
同
じ
目

線
で
の
会
話
や
、
や
り
取
り
を
見

て
い
る
と
心
が
温
ま
る
。
幼
い
子

ど
も
が
犠
牲
に
な
っ
た
り
、
青
少

年
が
加
害
者
と
な
る
よ
う
な
心
の

痛
む
事
件
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る

折
、
こ
の
子
ら
が
「
素
」
に
な

れ
る
自
然
に
感
謝
し
た
。

　
当
然
な
が
ら
鮎
の
方
は
数
枚

う
わ
て
で
、
仕
掛
け
に
な
ど
か

か
る
は
ず
も
な
く
悠
々
と
泳
い

で
い
た
。
け
れ
ど
も
、
清
流
、
生

物
、
人
へ
の
思
い
や
り
な
ど
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、

大
切
に
し
た
い
も
の
な
ど
が
い

く
つ
も
見
え
た
午
後
の
ひ
と
時

で
あ
っ
た
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

　（
た
ま
ご
）

55-3121

吉 川

55-2111

香我美

57-8514

監査委員
事 務 局

55-3111

赤 岡

55-3141

夜 須

お待ちしています！

地域とのパイプ役として各支所の窓口には、市民係と地域支援係の職員が皆さんをお待ちしています！

NPO法人香南市国際交流情報化推進協会

みかんネット香南

　「みかんネット香南」（理事長：山本邦雄）は香南市発足

に伴い、今年５月に「みかんネットかがみ」の名称を変更

し、市内広域での活動を始めました。

　平成12年に設立したこの組織は、平成14年にＮＰＯ法

人の認証を取得。現在101人の会員が在籍し、インター

ネットやワード、エクセル等の初級や応用の講習、パソ

コンを使ったデジカメ画像の扱いや年賀状の作成、業務

受託など市の支援も受けながら幅広くＩＴの普及に努め

ています。

　香我美市民館にあるサポートセンターには、パソコン

５台と事務員や指導者をおき、ボランティアの協力も得

て、開放時間内には住民が気軽にインターネットを利用

できるようになっています。

　また、市内の団体や個人を対象に講習会や出張講習も

していますので気軽にご利用ください。

■パソコン室開放時間

【火・水・木曜日】

午前10時～午後４時

【土曜日】

午後１時～午後４時

■ホームページ

http://www.netwave.
or.jp/~mikannet/

■連絡先　 55-2143パソコンの指導サポートを行いますパソコンの指導サポートを行います

パソコン
   教えます!!

文化の秋！地域の文化祭文化の秋！地域の文化祭
各地域の文化協会が主催する文化祭を紹介します。

※問い合わせは各公民館・各支所にお願いします

◆吉川町文化祭　場所：吉川総合センター

　《展示部門》10月27日（金）　13:00～19:00

　　　　　　　　28日（土）　 9:00～15:00

　《舞台部門》10月29日（日）　12:30～15:30

◆赤岡町文化祭〔予定〕　場所：赤岡市民館

　《展示部門》10月28日（土）　 9:00～15:00

　　　　　　　　29日（日）　 9:00～15:00　

　《舞台部門》11月５日（日）　10:00～14:00

◆夜須町文化祭　場所：夜須中央公民館

　《展示部門》11月11日（土）　 9:00～15:00

　　　　　　　　12日（日）　 9:00～15:00

　《舞台部門》12月３日（日）〔予定〕

　　　　　　　詳しくは夜須町文化協会（夜須中央公民館）へ

◆野市町文化祭　場所：のいちふれあいセンター

　《展示部門》詳しい日程は野市町文化協会（野市中央公民館）へ

　《舞台部門》11月３日（金）　10:00～16:00

◆香我美町文化祭は平成19年１月13・14日を予定しています
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 56-3500のいち動物公園

「野生動物の救護に関わる動物公園」の巻

鬼
の
灯
と
誰
が
書
き
初
め
し
庭
隅
に
ほ
つ
ほ
つ
灯
る
細
き
ほ
ほ
づ
き

伸
び
伸
び
し
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
は
戯
れ
る
が
に
蔓
か
ら
ま
せ
て
空
に
遊
べ
る

今
は
亡
き
夫
の
面
影
目
の
前
に
あ
の
日
言
い
た
る
こ
と
く
り
返
す

強
引
さ
も
ほ
ど
ほ
ど
な
れ
ば
よ
い
も
の
を
つ
き
ま
と
う
虻
い
の
ち
失
う

名
に
ひ
か
れ
庭
に
拾
い
し
落
文
そ
っ
と
開
け
ど
主
は
見
ら
れ
ず

朝
あ
さ
を
先
祖
に
供
ふ
あ
つ
き
茶
に
今
朝
は
浮
か
べ
ぬ
氷
一
片

待
ち
希
む
親
王
様
の
生
れ
ま
し
ぬ
祝
砲
の
ご
と
神
響
り
わ
た
る

お
ど
ろ
し
き
雷
雨
は
げ
し
く
荒
れ
狂
ふ
独
り
暮
ら
し
の
ブ
レ
ー
カ
ー
下
ろ
す

あ
か
ね
雲
消
ゆ
る
ひ
と
と
き
四
万
十
の
水
面
に
お
ど
る
小
さ
き
魚
た
ち

あ
れ
こ
れ
の
事
き
き
た
く
て
待
つ
わ
れ
に
帰
省
の
子
ら
は
つ
ね
あ
わ
た
だ
し

朝
顔
に
場
所
を
と
ら
れ
し
ク
レ
マ
チ
ス
夏
の
終
り
に
花
咲
か
せ
た
り

父
母
の
忌
の
夕
べ
青
鷺
翔
び
立
ち
ぬ
吾
に
親
離
れ
納
得
さ
せ
て

大
蟇
と
出
合
い
し
刻
を
立
ち
止
ま
る
眼
離
さ
ぬ
吾
も
イ
ヤ
な
奴

池
知
つ
た
え

上
窪
美
津
子

野
﨑
千
重
子

小
松
　
　
亮

国
吉
　
寿
亀

笹
　
　
登
美

野
村
　
　
静

野
口
　
　
道

金
谷
も
と
江

窪
田
す
ず
子

中
根
　
純
子

池
上
　
美
恵

小
松
　
宏
子

野
市
短
歌
会

文
芸
文
芸

県立のいち動物公園発
 動物のおはなし

 動物のおはなし
⑥

な

あ

ざ

ひ
と
か
け

お
と
し
ぶ
み

お
お
が
ま

み
　
お
や

ま
な
こ

　平成17年８月17日、高知県警高速隊の警察官が生まれて間もない

ニホンザルの赤ちゃんを動物公園に連れて来ました。高速道路で保

護されたのですが、近くに母親と思われるニホンザルが死亡してい

たため、親子で交通事故にあったものと思われました。

保護当初の授乳の様子保護当初の授乳の様子

▲夜間はぬいぐるみがお母さん

野
　
市

香
我
美

10
月
お
は
な
し
会

野市図書館より　　　56-3434

夜須図書室より　　　54-2121

●休館日  10月/2・9・10・12・16・23・30（香我美図書館も同じ)
　                                      ※夜須図書室休室日　10月/9

おいでよ!まちの図書館へ

絵
本
読
み
聞
か
せ
…
14
日
（
土
）
・28
日
（
土
）

お
は
な
し
の
会
…
４
日
（
水
）
・18
日
（
水
）

な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
…
14
日
（
土
）
・28
日
（
土
）

プ
チ
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
…
11
日
（
水
）

Pick up
!

Pick up
!

◆ドライブイン蒲生　　　　　伊藤たかみ/著

◆LOVE or LIKE　　　　　　　石田衣良/著

◆黒岩涙香探偵小説選１　      黒岩涙香/著

◆夜の橋（新装改版）　　　      藤沢周平/著

◆氷の人形（アイス・ドール）　 森村誠一/著

◆ありふれた風景画      　      あさのあつこ/著　

◆おもちかえりアジア　　      おおのきよみ/著

◆激しく創った！！      　      田島征彦/著

◆図説アメリカ軍が撮影した占領下の日本

                                    　　 太平洋戦争研究会/編　

◆ドラえもん深読みガイド　　小学館ドラえもんルーム/編

◆ドラえもん宇宙サイエンス　線引勝美/編・著

◆たまごにいちゃんぐみ　　   あきやまただし/作・絵

◆動物と向きあって生きる　   旭山動物園獣医・坂東元

    　　　　　　　　　　　　  坂東　元/著　あべ弘士/絵

◆パイレーツ・オブ・カリビアン　

   ジャック・スパロウの冒険1・2・3　　   ロブ・キッド/著

《大人向け》

◆八月の路上に捨てる　 伊藤たかみ/著

◆夜をゆく飛行機　　　 角田光代/著

◆名もなき毒　　　　　 宮部みゆき/著

◆赤い指　　　　　　　 東野圭吾/著

◆風に舞い上がるビニールシート 森　絵都/著

◆まほろ駅前多田便利軒 三浦しをん/著

◆オシムの言葉　　　　 木村元彦/著

《子ども向け》

◆スイカのすい子　　    奥原弘美/作・狩野富貴子/絵

◆きもちって、なに？　  オスカー・ブルニフィエ/著

　　　　　　　　　　    セルジュ・ブロック/画

◆デモナーター３幕スローター

　　　　　　　　　　    ダレン・シャン/著

  ９日（月・祝日）は冒険の森で４歳児～小学６年生（定

員30人）を対象に、栗ひろいを開催します。

　お申し込みは野市図書館まで。

新
着

   

案
内

新
着

   

案
内

『青春18きっぷパーフェクト・ガイド2006-2007』
                                                               神戸寧彦/著　

『井上ひさしの子どもにつたえる日本国憲法』
　　　井上ひさし/著・いわさきちひろ/絵

＊今月の一冊＊

こ
の
他
に
も
語
学
や
郷
土
の
本
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
料
理
・
園
芸
の

本
も
夜
須
町
内
の
人
よ
り
、

寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦争・平和、そして日本国憲法について知ろうとすることが大切

だと思います。大人と子どもで一緒に読んで欲しい本です。

〈
著
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉
　

二
十
世
紀
の
中
ご
ろ
、
大
き
な

戦
争
で
嘆
き
悲
し
み
傷
つ
い

た
世
界
中
の
人
た
ち
が
血
と

涙
の
ま
じ
っ
た
溜
息
を
つ
い
た
。

そ
の
溜
息
が
固
ま
っ
て
一
個

の
宝
石
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
が

日
本
国
憲
法
だ
っ
た
。
こ
の
宝

石
の
輝
き
を
二
十
一
世
紀
に

大
人
に
な
る
子
ど
も
た
ち
に

ど
う
に
か
し
て
つ
た
え
た
い
。

こ
の
一
冊
は
そ
の
た
め
の
試

み
の
一
つ
で
す
。

《
大
人
向
け
》　
　
　  

《
子
ど
も
向
け
》

　子どもからお年寄りまでだれでも使え、1日乗

り放題でしかもたったの2,300円。1日で熱海か

ら青森まで行けるといったプチガイドのパート

は必読。旅好きにはたまらない１冊です。

　野市図書館では日常に小さな楽しみを！とい

うことで、旅行本とハロウィンに関する本のコ

ーナーをつくってみました。あわせてご利用ください。

　
こ
の
赤
ち
ゃ
ん
に
大
き
な
ケ
ガ
は

な
く
、
事
故
の
状
況
か
ら
母
親
が
子

ど
も
を
守
っ
た
か
の
よ
う
で
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
日
よ
り
、
動
物
病
院

の
獣
医
と
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
赤
ち
ゃ
ん

と
の
八
カ
月
に
及
ぶ
長
い
つ
き
あ
い

が
始
ま
り
ま
し
た
。
幸
い
ミ
ル
ク
を

よ
く
飲
ん
で
く
れ
た
の
で
、
順
調
に

育
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
成
長
す
る
に
従
い
、
独

り
ぼ
っ
ち
を
嫌
い
激
し
く
泣
い
た
り
、

暴
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、

心
の
ケ
ア
が
最
も
大
変
な
仕
事
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
代

わ
り
に
ぬ
い
ぐ
る
み
や
い
ろ
い
ろ
な

遊
び
道
具
を
置
い
て
み
た
り
、
で
き

る
だ
け
時
間
を
さ
い
て
接
し
て
み
た

り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
試
み
を
行
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
な
ん
と
か
元
気
に
育
っ
て
く
れ
た

ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
、
現
在
別
の
施
設
に

移
り
、
人
と
動
物
と
の
き
ず
な
に
一

役
か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
と
て
も
い

い
子
に
育
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

保
護
し
て
育
て
た
側
と
し
て
も
安
心

し
て
い
ま
す
。

　
動
物
公
園
で
は
、
園
内
に
飼
育
し
て

い
る
動
物
た
ち
以
外
に
、
県
内
で
病
気

や
ケ
ガ
を
負
っ
た
野
生
動
物
を
保
護
・

治
療
し
、
再
び
野
生
に
戻
す
と
い
う
傷

病
鳥
獣
の
保
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
野
生
動
物
の
赤
ち
ゃ
ん

の
保
護
に
つ
い
て
は
、
育
て
た
後
に
野

生
に
戻
せ
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ

た
り
し
ま
す
。
野
生
動
物
の
赤
ち
ゃ
ん

を
保
護
す
る
原
因
に
は
人
に
起
因
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
保
護
活
動
を
し

て
い
る
と
、
人
と
動
物
が
共
生
す
る
難

し
さ
を
強
く
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
動
物
公
園
が
毎
月
第
二
日
曜
日
に

実
施
し
て
い
る｢

動
物
園
の
裏
側
探
検｣

で
、
動
物
病
院
担
当
の
時
に
は
、
保
護

し
て
い
る
動
物
を
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
動
物
病
院
　
穴
井
直
博



⑦⑦ 編
集
後
記

▼
第
一
回
香
南
市
長
杯
サ
ッ
カ

ー
大
会
少
年
の
部
が
、
九
月
九

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
大
雨
に
も
負
け
ず
一

生
懸
命
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た

が
、
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
残

念
で
し
た
。
　 

 
 
 
 
 
 
 
(

松)

▼
九
月
二
十
三
日
は
、
校
了
日
。

で
も
、
秋
分
の
日
。
父
母
が
健
在

な
の
を
良
い
こ
と
に
、
ご
無
沙

汰
し
て
い
る
実
家
の
お
墓
参
り
。

取
材
帰
り
に
見
つ
け
た
彼
岸
花
。

お
彼
岸
に
合
わ
せ
た
よ
う
に
咲

く
花
の
赤
色
に
反
省
。
　 

（
井
）

▼
敬
老
特
集
に
あ
わ
せ
、
元
気

に
過
ご
す
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
み
ん
な
人
生
に
何
か
し
ら

の
生
き
が
い
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
が
「
若
さ
の
秘
け
つ
」
か

な
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　（
Ｎ
）

《
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環境にやさしい
買い物キャンペーン
環境にやさしい
買い物キャンペーン
環境にやさしい
買い物キャンペーン

コ
マ
メ
に
買
い
物
袋
を

持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う

　
今
回
は
、
香
南
市
に
あ
る
唯
一
の
高
等
学
校
・
県
立
城
山
高
校
を
訪
問
し

ま
し
た
。こ
の
学
校
は
、全
校
生
徒
九
十
八
人
の
小
規
模
校
で
す
。

　
写
真
部
に
撮
影
を
お
願
い
し
、放
課
後
の
部
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

広報こうなん 2006.10 (22)

お
得
情
報
！

受
付
で「
香
南
市
の
広
報
を
見
た
」と
、キ
ー
ワ
ー
ド
の

       

「
が
ん
ば
れ
城
高
！
」と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
日
と
も
先
着
10
人
に「
食
券
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

放
課
後
の
学
校
は
今
、
文
化

祭
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

「
今
年
は
今
ま
で
と
違
う
文
化

祭
に
す
る
ん
だ
！
」
と
、
楽
し
く

取
り
組
む
生
徒
会
。

　
漫
画
部
や
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
部

は
出
品
す
る
作
品
作
り
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。

 

野
球
部
の
六
人
は
、
九
人
集

め
て
公
式
戦
に
出
る
の
が
夢
。

　
た
だ
一
人
の
剣
道
部
は
、
顧

問
の
先
生
が
来
る
ま
で
黙
々
と

打
ち
込
み
台
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　
三
人
の
柔
道
部
は
対
戦
相
手

を
求
め
、
他
校
に
遠
征
し
て
は

力
試
し
。

　
　
　
　
　
　
　

「
ど
う
し
て
も
や
り
た
い
六
人
」

が
集
ま
っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は
、

公
式
戦
未
経
験
で
、
十
一
月
の

大
会
に
向
け
猛
練
習
中
。

　
二
人
で
ボ
ー
ル
を
打
ち
合
う

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
。

　
女
子
三
人
で
練
習
を
楽
し
む

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
。
　

　
以
前
『
体
育
科
』
が
あ
っ
た

だ
け
に
環
境
は
整
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
響
く
生
徒
の
声
が
少
な

く
な
っ
て
す
こ
し
寂
し
い
け
れ
ど
、

生
徒
た
ち
は
自
分
の
意
思
で
、

工
夫
し
な
が
ら
毎
日
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

　

先
生
と
生

徒
の
距
離
が
と
て
も
近
く
、

先
生
た
ち
が
温
か
く
見
守
り
、

支
え
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
小
さ
な
学
校
だ
か
ら
こ
そ
強

く
な
る
心
の
絆
。 

 

将
来
に
役
立
つ
資
格
を
と
り

た
い
生
徒
に
は
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
二
級
」
の
資
格
が
取
得
で
き

ま
す
。
こ
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

学
校
が
、
こ
の
ま
ち
で
成
長
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

 

今
年
の
文
化
祭
の
テ
ー
マ
は

「N
o
 
l
i
m
i
t
.
C
h
a
l
l
e
n
g
e
!

」
限

界
へ
の
挑
戦
！
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

ひ
と
り
ひ
と
り
が
ど
こ
ま
で

や
れ
る
か
…
！
が
ん
ば
っ
て
い

る
生
徒
た
ち
の
文
化
祭
を
、
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▲今年、県代表として全国大会に出
場する写真部。今回、がんばる部活

動の一コマを切り撮りました。

き
ず
な

城山高校文化祭城山高校文化祭

県立城山高等学校　 55-2126

３日のオープニング
（10:00）にはマジック
ショーもあるよ！

３日のオープニング
（10:00）にはマジック
ショーもあるよ！

11月３(金)9:30～14:30
    ４(土)9:30～14:00

香
南
市
広
報
「
こ
う
な
ん
」
平
成
十
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十
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日
発
行
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香
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